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筑前琵琶研究文に寄せて
筑前琵琶 橘流 日本橘会
副会長 / 次期家元
法明院 橘 旭帝

ギニャール旭西氏との出会いは、当日本橘会の山崎旭萃 宗範から外国人の入門者に日本語で琵琶指導を始めたと伺った時でした。日本で琵琶人口が少ない中、外国人が「琵琶」という日本の伝統芸術に興味を持ったことを喜ばしく思いながらも、正直なところどの位継続するのだろうか、と然程期待はしていませんでした。それ以来、会の行事や演奏会等で彼の演奏を聴く機会が多々あり、日本語の上達と共に徐々に琵琶技能を高めていく姿を頼もしく思いました。因みに、彼の法号と雅号はスイス出身に由来し、国名が「瑞西」と漢字表記されることから、家元が「法瑞院」「旭西」と命名しました。
これまで筑前琵琶の総合的概容は無に等しく、中には誤った解釈や事実と異なる記載がされている書物や資料もあり、この度の琵琶、就中、筑前琵琶に関する概論を作成すると伺った時、家元と共にその完成を期待し、楽しみにしておりました。時間をかけて取り組まれたその研究執筆活動は努力の賜と敬意を表します。
私たち日本人にとって日本語は母国語であり、日常に於いて都度一語一句の意味、定義や概念を考え、文法の規則に引き当てながら使用したり、言葉を発している訳ではありません。英語も然りですが、日本語も一語で複数の意味を持つ多義語が多くあります。旭西氏は琵琶曲に書かれている詞章の語彙を調べ、曲のメロディーの中でイメージとしてその言葉がどのような意味合いを持っているのか感覚的に捉えて演奏に反映しているのです。
私の曽祖父である初代 橘 旭翁までは弾法譜はなく、手数や節回し等は口伝だった為、祖父の先代 家元 橘 旭宗一世が19歳の時、旭翁に弾法譜の刊行を進言、琵琶で初めての譜を考案し承諾を得、『橘旭翁校閲、筑前琵琶弾法譜　橘旭宗編』を発行しました。この初めての弾法譜発行の結果、「手」が統一され、習得にも寄与し、この道の発展に大いに役立ったことは言うまでもありません。
旭宗一世は日本橘会創立以降、生涯で400数十曲余りを作曲し譜本として遺していますが、譜本、弾法譜共に記述されている内容の一つひとつが理路整然と系統立てられており、譜本に書かれてある其々の語彙や語尾、印、音程、手合いは全て意図して構成されています。曲集に作曲者が意図的に記したこれら語彙、語尾、印、音程、間奏などから、作曲者自身が何を想い、どのようなイメージを伝えたかったのかを演奏者が思い描くことで、より表現力豊かな演奏となり、聴き手が登場人物の喜怒哀楽を感ずると共に、その場面の映像を再現できることが理想的な演奏と言えるでしょう。
琵琶は「語り物」と言われますが、単に言葉を歌唱し、語るのではなく、琵琶の手合い、音程、間合い、音色そのもの等で言葉をより深く立体的に表現し、詞章と琵琶が一体になって初めて「語り物」として活きてきます。
今回の旭西氏の概容は永年に亘る筑前琵琶習得体験の中で多角的方面からアプローチをし、彼が外国人であり、琵琶をゼロから始めたが故に、第三者的観点から筑前琵琶を器楽として、また詞章の種種分析を試みることができたのではないかと思います。
この著書が旭西氏の38年間の琵琶との関わりの集大成としてのみならず、彼の生涯のライフワークとしての新たな第一歩を踏み出し、更なる成長をして頂きたいと思います。琵琶を初めて見聞きする日本、海外の方々にとって琵琶という器楽、その歌曲について理解いただく一助となると共に、既に琵琶をなさっている方にとっても一考する機会となることを願っています。


筑前琵琶 橘流 日本橘会
専務理事 / 大師範
人間国宝
法和院 奥村旭翠
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我々演奏者は「音程」「リズム」「音色」には、とても敏感に反応しますが、生まれてから親しんでいる「日本語」は当たり前の言葉で、何の違和感も感じずに見過ごしていると思います。しかしこうして彼の研究を見ると、改めて言葉を考える機会になりました。
　外国人であるが故に取り組まれた研究は演奏者にとって、貴重な資料になると思います。


日本琵琶楽協会理事長
　　　須田誠舟

[image: 須田先生の写真]ギニャール兄は1983年に来日以来、筑前琵琶習得をこころざし、不世出の名人山崎旭萃師に教えを受けました。現在、筑前琵琶界を代表する演奏家の一人で、その芸術に感服しない人はいないと思います。
このたび、筑前琵琶「橘会」の演奏曲目の内２２曲を選んで解説書を上梓され、あわせて全曲を兄の演奏によってwebサイトにて試聴できるという。山崎旭萃師譲りの入神の技を聞かせてくれるはずである。また、その解説は英語版、ドイツ語版も用意され、全世界に筑前琵琶の魅力を発信されるという画期的な企画であります。日本の琵琶楽、日本の文化の国際的な評価につながる意義ある事業であることは間違いなく、心からの敬意を表したいと思っています。
2017年6月2日に文京区音羽の鳩山会館で兄が演奏された「那須与市」は今も深く心に残っています。夕日のさしこむ2階大広間に集まった100人程の聴衆に、筑前琵琶の弾法の中から「桐の手」について、そのゆっくりとしたリズムは馬の歩調をイメージさせると簡単な解説があって、演奏は始まりました。「黒き馬の太うたくましきに、丸ぼやすつたる金覆輪の鞍を置いて乗たりけるが、弓取り直し手綱かいくつて、汀へ向いてぞ歩ませける」、曲もクライマックスにいたり、会場の雰囲気は一人残らず夕日に染まる屋島の波打ち際へ誘われていきました。「春風に一もみ二もみもまれて、海へさつとぞ散つたりける、皆紅の扇の日出いたるが、夕日にかかやいて、白波の上に浮きぬ沈みぬゆられけるを、沖には平家船端をたたいてかんじたり、陸には源氏箙をたたいてどよめきけり」、しばしの沈黙の後、聴衆全員がどよめいて兄の演奏を称えました。
今回のwebサイトに含まれる演奏曲目には、「那須与市」も含まれるという。世界各地からどよめくように称賛の声が届けられることを期待しています。

武蔵野音楽大学教授
薦田治子
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ギニャールさんが、この度、琵琶の本を完成なさったと伺い、喜びの感に堪えません。
楽器としての琵琶は奈良時代以前から日本に伝わり、そのルーツは遠く西アジアに遡ります。歴史的にも地理的にも大きな広がりのある楽器です。ギニャールさんがこの本で扱っておられる筑前琵琶は、薩摩琵琶と並んで明治時代後半（19世紀末）から昭和（20世紀前半）にかけての日本で、全国的に大流行しました。この時代には、西洋音楽が日本に導入され、子どもたちは学校で西洋風の唱歌を学び、滝廉太郎や山田耕筰らが西洋の音楽様式で本格的な作品を作りました。ところが、そうした時代に、西洋音楽の影響をあまり受けずに、日本人の伝統的な音楽様式に基づいて新しい分野を切り開いていったのが薩摩琵琶と筑前琵琶だったのです。
音楽としての歴史が新しいゆえに、「伝統音楽」としての評価が定まらず、その研究に手を付ける日本人研究者は少なかったのですが、そうした理屈にとらわれることなく、鋭敏な耳と柔軟な感性で琵琶楽に日本音楽の真髄を感じ取った外国人の研究者たちがいました。ギニャールさんもそのおひとりで、日本に住み着き、筑前琵琶の技法を一から学び、演奏家として活動しながら、生涯をかけて研究成果を積み重ねてこられました。
明治以来、西洋音楽の吸収に多くの力を注いだ結果、いまや多くの日本人にとって、西洋音楽のほうが身近にあり、日本の伝統音楽は異文化の音楽のようになってしまいました。そうした中で、ギニャールさんのライフワークともいうべきこの御著書を通して、私たちはもう一度日本の伝統音楽の魅力を見直し、再発見することができるのではないかと思っています。そして英語とドイツ語の翻訳のページの力を借りて、この音楽を海外に紹介し、普及させることも夢ではなくなってきたと思います。
[bookmark: _GoBack]折に触れて演奏を伺い、研究会でご一緒し、論文作成のお手伝いをし、ヨーロッパへの演奏旅行でお手伝いをお願いするなど、ギニャールさんとの思い出は尽きませんが、親しくお付き合いさせていただき、その真摯な取り組みにいつも心打たれてきました。ギニャールさんに心から感謝するとともに、この御著書が広く読まれ、活用されることを願ってやみません。
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